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73歳、男性

なし

TGP86.01 

現病歴: 肝硬変にて内科で経過観察中、超音波検査

で肝に腫痛を指摘された。 HBsAg、 HCVAbは共に

陰'性である。

超音波: 肝 S6 に hypoechoic area を認める

(TGP86.01 ) 。
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TGP86_02 

TGP86.03 

TGP86.04 
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C T : dynamic CTの動脈相で、 S 6 に

hypovascular tumor が疑えるが明瞭でない

(TGP86.02) 。 単純CT ， dynamic CTの実質相で

はtumorを指摘出来ない。

MRI: プロ トン強調画像で、S6に高信号のtumorが疑え

るが明瞭で、ない (TGP86.03) 0 AMI-25造影プロトン

強調画像でS6 の tumor が明瞭に描出されている

(TGP86.04)o MRI装置はGE社製Vectra (0.5T) 

である。

手術: 肝S6亜区域切除術が行われた。

Diagnosis: 肝内胆管癌 intrahepatic cholangioma 

Comments : AMI-25 (フェルモキシデス注射液) は

超常磁性酸化鉄(superparamagnetic iron oxide)と

して最初に開発された造影剤であり、肝において

Kupffer細胞に取り込まれ、腫蕩と肝のコントラストを

増強させる。 AMI-25を用いた造影MRIは肝腫蕩の

検出率を向上させるといわれているが、胆管癌に対

するAMI-25造影MRIの報告は少ない (1 ， 2 ) 。 本症

例ではCT、 単純MRIで、腫擦の描出が不明瞭で、あっ

た。 しかし、 AMI-25造影MRIで明瞭に描出できた。

Conclusion : 肝内胆管癌の摘出にAMI-25造影MRI

が有用である。
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